
学力向上推進地域事業 佐伯中学校区 研究のまとめ

授業中は理解できている感じなのに，テストでは
点数がとれないな…。なんでだろう？

やればできるはずなのに
もったいない…。

取りかかりが遅い！

さっきまでがんばっていたのに
集中力切れちゃったな！

グループ学習にしたら
問題解いてるよ！

配慮を要する児童生徒に向けて 家庭教育支援アドバイザー
（ＡＤ）の活用

個別の児童生徒の実態把握と手立て

【教職員に向けて】

・授業参観から，児童生徒の実態の把握

・個々の児童生徒に対する教職員への助言

・スクールカウンセラー連絡会への参加，助言

【保護者等に向けて】

・保護者等と面談，助言

・家庭訪問

毎週の生徒指導連絡会，校内研修会のみならず，日々

の生徒指導や特別な配慮を要する児童生徒への対応につ

いてアドバイスをいただいています。

児童生徒のつまずきの要因分析個別の指導計画の作成と活用

個の実態から，どのよ

うな手立てや支援が必要

かを考えます。取組後，

個の変容や課題から，更

なる手立てや支援を考え

ます。また，この情報や

取組について，教職員で

共通認識を持つ場を設定

しています。

具体的な指導の手立て

の前に，つまずきの実態

や考えられるつまずきの

要因について教職員で考

えます。つまずきの要因

を考えることでより，具

体的な指導の手立てを考

えることができます。

特別支援
教育部会

研究部会教務部会

生徒指導部会

小学校６年生が中学校へ授業体験に来た際に，中学校２年

生が「小学生をお世話し隊！」としてボランティア活動を

行いました。今年度は，中学２年と小学６年でペアを作り，

メッセージや質問等を，手紙やビデオレターで交換し合っ

ています。交流活動を通して，中学生は思いやりの気持ち

と態度を育み，小学生は中学校生活への不安を解消すると

共に，中学生への憧れをもつことができました。

仲間と一緒に！

「あいさつ運動」と「清掃活動」は３校

が共通して取り組んでいます。「あいさ

つ運動」は，児童生徒同士や，地域との

つながりを大切にして，行ってきました。

「清掃活動」は縦割り班で行っています。

上級生はリーダーとして，掃除の仕方を

教えたり指示を出したりします。下級生

は上級生から学び，縦のつながりを深め

ています。

あいさつ運動

つながりを深めるデー

自問（無言）清掃
縦割り活動
リーダー中心の

振り返り

清掃活動

自立活動の内容や指導
について研修

自立活動についての研

修を行い，指導方法の

工夫や改善について検

討したり，使っている

教材を紹介し合ったり

しています。

佐伯中友和小 津田小

★ 各校の授業研究に，特別支援学級担任や特別支援教育

コーディネーターが参加して研修を実施しています。

特別な支援を要する児童生徒につい

て，３校で情報共有を行っています。

実態や支援方法について交流したり，

別の支援方法について検討したりし

ています。進学に向けて，６年生児

童についての連携も図るようにして

います。

児童生徒の情報共有

友和小学校で実施した「通級の指導について」の校内研修

に参加し，指導内容・方法について理解を深めました。

通級指導についての研修

巡回相談

対象児童生徒を中心と

して，特別支援教育ア

ドバイザーによる巡回

相談を定期的に行い，

指導助言を担任に伝え

る会を設定し，日々の

取組に活かしています。

・家庭学習の充実「佐伯，家庭学習のススメ」
・家庭学習ステップアップ週間「さいきっ子カード」

家庭学習の習慣は，生活習慣でもあ

ります。自分の生活リズムの中で時間

を決めて学習するよう指導しています。

毎日決まった時間を「必ず机に向か

う習慣」として位置付けさせています。

家庭学習の時間のめやすを設定し，児童

生徒に意識させて取り組んでいます。

・小学校｢各学年×１０分（＋１０分）｣

・中学校｢自分から進んで学習する時間を

１時間以上」に取り組もう。

ベルが鳴る前に着席することや

授業開始・終了時の挨拶返事「は

いっっ！！」を小中９年間の共通

取組とすることを確認して，児童

生徒に意識させています。

授業と家庭学習をつなぐ工夫として，予習・

復習・読書・新聞学習など，〔家庭学習のス

スメ〕に取り組みます。さらに今年度も，佐

伯中学校の各学期末テストの試験週間を“家

庭学習ステップアップ週間”と定め，学習時

間や家での過ごし方を記録し，一週間の児童

生徒の様子に保護者からのあたたかいコメン

トをいただく〔さいきっ子カード〕の取組を

実施しています。

自ら学ぶ

家庭学習習慣

家庭学習の時間

着ベル・挨拶・返事

３校合同での取組

さいきっ子カード家庭学習のすすめ教務通信

つまずきの要因分析

研究授業では，児童生徒のつまずきの要因

分析を事前に協議し，指導案に記載してい

ます。また，授業後に支援は適切であった

かを協議し，次への指導に活かしています。

「かかわり合い」では，ＩＮ

とＯＵＴを意識したかかわり

合いを目指しています。

かかわり合い
のある授業の推進

３校の教職員が共通認識を持ち取り組むために，小中合同研修

会とともに，互いの校内研修に参加したり，研究通信を発行し

たりしています。本年度は，吉田小学校松本浩司先生に各校に

来校していただき，各校の課題に応じた講話から示唆を得まし

た。また，中学１年生に４月に実施した春休み明けテストの結

果を小学校と共有し，小学生の指導に活かしています。

「さいきっ子授業モデル」より抜粋

うめのかさこめのかさ
３校が共通して①時間

を守る，②授業前後の

挨拶，③「聴くこと」

（うめのかさ）「話す

こと」（こめのかさ）

の指導に取り組んでい

ます。

学習規律

の指導の統一

友和小

言語活動の充実

津田小

ＩＣＴの活用

佐伯中

かかわり合い

各校の取組

生徒指導部会教務部会

研究部会 特別支援教育部会

校長部会

事務局（教頭部会）

学力向上推進協議会

運営委員会

小中合同研修会
学力向上研究協議会
（各校校内研修会）

佐伯中学校区
組織図

教職員全員参加をめざした取組

研究通信 教務通信 小中合同研修会
校内研修へ
交流参観

推進のための３つのポイント！！
・チーム佐伯中学校区！としての取組
教職員全員参加の実践推進

・スパイラルな取組
個の実態から手立てを考え取り組みます。
取組を振り返り，更なる手立てを考えます。

・学校教育活動全体で取り組む児童生徒の成長
学習活動で！生活活動で！家庭で！

研究主題

人とかかわり合い，意欲的に課題を解決しようとする児童生徒の育成

友和小学校・津田小学校・佐伯中学校

子どもたちの変容も見取ることができました！

以前は・・・
・授業態度は真面目である。
・宿題も忘れず提出する。
・書き間違いが多い。
・記述問題が空白なことが多い。
・文章や話が長く目的に合っていない。
・言葉が出てきにくい。

本年度 算数１学期末テスト結果
知識・技能 ９０点
思考・判断・表現 ７６点

昨年度 算数３学期末テスト結果
知識・技能 ９２点
思考・判断・表現 ５６点

現在は・・・
・授業中に，話型や既習の掲示を自

分から見て活用しようとするよう
になった。

・授業中に考えをまとめて説明でき
る場面が増えてきた。

学力向上推進地域事業の具体的な取組こちら
友和小学校 http://www.hatsukaichi-edu.jp/yuwa-e/

津田小学校 http://www.hatsukaichi-edu.jp/tsuta-e/

佐伯中学校 http://www.hatsukaichi-edu.jp/saiki-j/

保護者

みんなの前で話せるようになり，
クラスのグループリーダーを務める
ことができました。嬉しいです。

話にまとまりがなくて，忙しい生
活の中で聞き流してしてしまうこと
もありました。

友和小学校 津田小学校 佐伯中学校

ア ー ト ポ ス ト
カードを活用し
たＳＳＴ研修
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